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【取

 取組みプログラムの推

年度の８年間を見通し

◆循環型社会づくりの推進 

◆安全・安心なまちづくりの推進

◆府民との協働・連携による森

づくりの推進

新たな動き 

間伐材等の森林バイオマス

を燃料化するための施設と

して、平成 14 年８月に高槻

市樫田地区でペレット生産

工場が稼動。etc 

（大阪府森林組合運営） 

 

ビジョン及び環境総合計画の方

向性を踏まえ、府民との協働・連

携による「森づくり」と「木質資源

の活用」を府域で総合的・効果的

に進めるための取組みプログラ

ム

り 

森林バイオマス利用推進行動計画

「ビジョン」「環境総合

計画」において掲げ

る取組みの手法と役

割整理の明示 

 

□地球温暖化防止

森林吸収源 10 ヵ

年対策 

□バイオマス・ニッポ

ン総合戦略 

 

策定（平成 14 年度）

国 
 

 

 

 

 

 

「森林プラン（仮称）の策定」と「森林バイオマス利用」 

を取組み方向として位置付け 

大阪 21 世紀の環境総合計画

（平成 14 年３月策定） 

新農林水産業振興ビジョン

（平成 14 年３月策定） 

大阪府 
多様な主体が参画して設置する森

づくり委員会のもと、地域が主体と

なった森林保全活動・森林管理活動

 

 

「森づくり委員会」を核とした府民

参加の森づくりを進めるための指

針

連
携 

森づくり推進ガイドライン 

森林プラン 
 

  
大都市大阪の持ち味であるショー

ウィンド効果の発現 

森林バイオマス先進利用都市づく
1 

組みの推進期間】 

進については、平成 15 年度から 22

期間とする。 

の推進 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本行動計画における森林バイオ

マスとは、森林が生み出した樹木の

幹や枝、葉、樹皮、根といった木質

バイオマス及び森林を構成している

立木とその空間利用も視野に入れ

たもの。 

森林バイオマスとは 
【特徴】太陽のエネルギーを

使って生物が合成したもの

であり、大気、水、太陽があ

る限り、枯渇しない資源であ

る。また、焼却等を行っても

大気中の二酸化炭素を増加

させない、いわゆるカーボン

ニュートラルな資源である 

森林及び森林バイオマスを巡る環境の変化 

□ 林業所得の減少 □ 大幅に落ち込んだ木□ 間伐実行の伸び悩み

     

経済活動としての林業の限界 木材需要と価格の低迷森林管理意欲の低下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 林地の細分化 

 ・林家戸数（１ha 以上所有） 

（S55 年）   （H12 年） 

7,411 戸 ⇒ 10,540 戸 

□ 後継者、担い手不足 

材需要 

 

 

 

□ 里山林の放置、竹林

の拡大 

 

 

林家一戸当たり平均林業所得

772

477

171

1867

723
478

0

500

1000

1500

2000

２年度 ７年度 １２年度

金
額
（
千
円
）

20～50ha 50～100ha

必 要 面 積 の

65％の実行 

薪炭やしいたけ榾木の

原木林としての利用が

低調 

タケノコの生産も外国

産の増加に伴い減少 

森林バイオマス資源の需給動向

 

 

間伐材積と利用材積

 

蓄積 2,710 千ｍ

スギ・ヒノキ人工林面積 19,855ha

うち間伐対象人工林面積：12,255ha

年間間伐必要面積：1,230ha 

間伐実施面積
（H14 年度）：
800ha 
16,000 ㎥

うち利用： 
3,200

（製品換算
1,760 ㎥

65％

20％
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□ 木材価格の低迷 

・スギ原木価格 

（H３年） ⇒ （H13 年）

       37％減 

□ 乾燥材のニーズの高

まり 

0
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全国用材需給量（単位：千立方メートル）

 

 
（府内
1,
（
地
は
（主な
府

域、
分布
 里
拡大

㎥
：
）

竹林面積） 
235ha 
注：蜜柑山等の廃農
、人工林への侵入等
未把握） 
分布） 
内一円（特に北摂地
泉州東部地域に多く
する。 
山を中心に急速に
している状況。 

竹の繁殖状況 

 

（人工林） 

面積 27,011ｈａ

蓄積 4,647 千ｍ３

うちスギ、ヒノキ） 

面積 19,855ｈａ 

蓄積 3,745 千ｍ３

（天然林） 

面積 25,885ｈａ 
３

府内の立木蓄積量 



  

  

 
 
 
□ シックハウス・シックスク

ール問題への緊急な対応。

□ 高齢化社会への急速な移

行を踏まえた森林の整備・活

用。 

□ 学校教育における自然体

験や環境教育の重視に対応

した森林の活用。 

安全・安心な住環境、

教育環境の提供 

 

 
 
□ 地域の特性に応じた

林地残材、製材工場残材

等の森林バイオマスの

活用による産業の育成

など地域の魅力付けや

雇用の場の確保。 

□ バイオマスを活かし

た地域づくりや森林整

備への参加を通じたふ

るさとづくり、森づく

り。 

地域資源を活用した

地域づくり 

 

 

 

 

  森林及びバイオマス利用 
 に対する新たな要請と期待 

 
 
□ 森林バイオマスの活用により、限り
ある資源を有効活用し、持続的に発

展可能な社会への移行を促進。 

□ 農林業の自然循環機能の維持増

進、持続的な発展に寄与するほか都

市部と山村部との交流促進が期待。

資源循環型の社会シス

テムの構築 

バイオマス・ニッポン総合戦略

 

 
 
□  大阪の産業は転換期。

新産業の創出による再

構築が課題。 

□  森林バイオマス関連

産業は、その再構築の一

端を担えるものと期待。

□ 発展途上ト国におけ

る温室効果ガスの排出

削減につながる「CDM 事

業」の展開が期待。 

森林バイオマスに着

目した新産業の創出

 

 

□ 森林は、地球温暖化を防止する上で

のCO２の吸収源、貯蔵庫としての森

林の役割が期待。 

□ 森林バイオマスのエネルギーや製

品としての利用は、化石資源の代替

となりCO２の排出削減への貢献と

なる。 

地球温暖化の防止 

地球温暖化防止森林吸収源10ヵ年対策

 
 
 
□ 多様な業種が幅広く厚みを持

って集積。 

□ 競争力の高い技術を持つ中小

企業の立地。 

□  多数の国公立研究機関、大学

が立地。  

□ 水準の高い都市インフラ。 

厚みのある産業集積と

産業基盤の充実 

 

 
□ 都市部と農空間、森林地域が

近接した地理的条件。 

□ 近隣府県の森林バイオマス

資源の流入が容易。 

□ ボランティアやNPOの一員と

なる人材が豊富。多くの府民の

参加が期待。 

連携と協働を図る上で

の優位性 

 

 

 
 
森林バイオマス利用に 
おける大阪のポテンシャル 

 
 
 
□ 周辺地域も含め一大消費地を

形成。 

□ 競争力のある企業を育てる地

域。 

□ 豊富な衣食住文化、創造力、遊

び心など大阪の持つ独特の風土

が新たな産業を育てる地域。

大消費地としての高い 

位置 
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森林活用都市

 

 

をテーマに、森の

活かす「森林バ

進都市」を目指す

 

行

て

府民のライフス

タイルを積極的

に提案する 
・

 

健康と

点を重

ッ
既存のスト

クを活かし新

産業を創出す
4 

・大阪の再生

資源を都市に

イオマス利用先

 

政が率先し

行動する  

より広域的な

視点で取組む

いう視

視する 

る 

森林バイオ
マス利用に
向けての方
向性 
複合的利用

多段階利用の

観点を重視す
森と木にふれあう暮らしの創造

暮らしの中で、森の恵みと木のあたた

かさ、やすらぎを感じることのできる

ライフスタイルを創造する 

都市の健康を育む森づくり 

森林の持つ防災機能の強化とともに、

大気の浄化や微気象の緩和など、都市

の健康を育む森づくりと利用を推進

森林バイオマス産業の創出 

森林資源の環境・エネルギー産業等へ

の活用と地域におけるコミュニティ

ー・ビジネスを創出する 

 

地域の独自性

を発揮させる 

る

産・官・学・民

協働の取組み

を重視する 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康木 の

家づくりの

推進  

 

 
□ 住宅や施設において広範に木材利用を促進 

□ 特に、シックハウス・シックスクール症候群の発生を抑制するため、無

垢材を中心とした木材の普及を推進 

□ 例えば、（仮称）健康木の家づくり推進協議会を設立し、木材普及に関す

るＰＲ活動、消費者相談、国産材によるコンクール、モデル展示、安全な

木材供給システムを構築 

□ 多様な主体の参画により、環境にやさしく安全な木製品の開発・普及促

進を図り、循環型社会の即した新たなライフスタイルを府民に提案 

□ 屋外においても身体にやさしい木材を利用することにより、健康的な生

活空間を創出 

暮らしのや

す ら ぎ 商

品の開発・

普及

 

先行的

取組み

木材の利用による健康的な生活空間の創出 

 

 

□ 消費者、設計者などに対して、森林・製材施設の視察や、森林体験、住宅

の展示会などへの積極的な参加を促進し、木材利用の重要性等の理解を深め

ることにより、生産者との信頼関係を構築 

□ 国産材による家づくりを推進しているＮＰＯ法人とも協調して、木材生産

地、木材流通履歴が明確である木造住宅を普及 

顔の見える木材による家づくりの推進 

 

 

□ 本年３月に策定した「大阪府木材利用推進指針」に基づき、庁内での木材

利用を推進するとともに、国の出先機関や市町村にも働きかけ、公共部門等

における地域での木材利用を促進 

□ 木材の特性を活かした新工法の開発及びその普及を推進 

公共部門等における木材利用の推進 

 

 

□ 

供

販

□ 

し

の

を

産

炭を活用した安心・快適な生活環境の提供
優れた特性を持つ炭が生活のすみずみで活用されるライフスタイルを提

するため、多様な主体との連携のもとで、炭の生産・加工と用途開発、

売に係る取組みを促進 

先行的な取組みとして、大阪の高級ブランド炭であるが、生産者が激減

、存続が問われている「池田炭」の復興を目指して、生産技術・担い手

継承を図るとともに、主たる用途である茶道の関係者や、炭焼きに興味

持つボランティアなどとの連携のもと、材料となるクヌギ林の再生や生

活動に対して支援 

伝統文化

（池田炭）

継承支援 
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先行的

取組み

木質ペレッ

トの利用推

進 

竹資源の有

効活用 

森林資源

のカスケー

ド利用

 

 

□ 森林組合が運営するペレット生産施設で製造されたペレットの利用を推

進するため、燃焼機器メーカーや関係団体などと一体となった利用促進活

動を展開 

□ 燃焼機器の開発・改良は、民間企業の技術とノウハウを活用し、販売・Ｐ

Ｒについては、協同組合やホームセンター等の営業力を活用することとし、

これら民間企業・団体と連携 

□ 燃焼機器は、ペレットストーブ、農業ハウス用バーナー、レジャー用コ

ンロ、家庭用給湯器の開発・改良を推進 

□ そのほか、地域内の未利用木質資源を地域エネルギー資源として有効に

活用し、地域で循環型社会を実現していこうとする取組みを促進。 

木質ペレットを中心としたエネルギー利用の推進

 

 

□ 産業界、行政、大学、研究機関、森林団体、NPO、NGO など多様な主体の協

働により、バイオマス資源の利用方法の開発、加工体制の構築、森林バイオ

マスベンチャーの起業などを推進 

□ 大阪グリーン産業創造ネットワークなどとも連携し、企業や自治体のグリ

ーン調達に森林バイオマス製品が取り入れられるよう働きかけ 

□ 大学が有している森林バイオマス利用技術の広範な普及を図るため、ベン

チャー企業と連携をコーディネート 

 

 

□ 廃棄物が発生しない「資源１00％利用」を目指して、森林バイオマスのカ

スケード（多段階）利用を推進 

□ 例えば、丸太から住宅部材等に加工した段階で発生する端材、おが粉等か

ら精油等の有用成分を抽出し、さらに残渣を環境浄化商品、助燃材等に利用

するなど、カスケード木材利用についての取組みを展開 

□ 利用技術を発信することにより、国内及び他国での資源の有効活用に寄与

出

資源のカスケード利用の推進 

 

 

□ 地

ービ

□ 都

加工

を進

□ 森

元材
森のコミュニティービジネスの育成
産・官・学・民協働（コンソーシアム）の仕組みによる新産業の創
域のバイオマス資源や森林空間を活用し、大都市近郊型のコミュニティ

ジネスを創出する取り組みを促進 

市内で活動している企業や都市住民と、林業者、森林空間、バイオマス

施設等を有機的に結合させるため、その連携・協働の場や仕組みづくり

めるとともに、エコマネーなども導入したバイオマスの里づくりを推進

づくり委員会を中心に、都市住民との交流・集客を促進するとともに地

の生産・加工体制の整備を進め、地域材の地産地消システムを構築 

里づくりモ

デル例 

☆たかつき森

のプラット

フォーム 

☆いずみ父

鬼・森の駅
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森
づ
く
り
の
推
進
に
当
た

っ
て
特
に
留
意
す
る
事
項 

①生物多様性の確保 

○新生物多様性国家戦略も踏まえた身近な生き物の生息・生育環境保全・創出 

○変化に富んだ自然環境である里山林の積極的な再生・管理 

②連携と協働 

○計画策定から森づくり活動段階における都市住民、地域住民、ボランティア等多様な主体の参画

○流域や集落単位など地域ぐるみでの取り組み重視 

○農業や漁業、地域産業との連携の重視 

③資源の循環利用・有効利用 

○施設・構造物における木材利用の推進 

○間伐材等の現地利用の推進 

○森づくりを進める中で、木材等森林バイオマスの安定供給に配慮 

○除間伐を主体とした適正な保育による総流出量の増進 
○荒廃地（伐採跡地）等の早期植生回復 
○水源林管理道路の適正な配置 
○長伐期択伐作業の推進による大木の森づくり 
○広葉樹林の保全整備、また植栽にあたっての広葉樹優先

○除間伐の推進等による土砂流出防止機能の向上 
○荒廃地（伐採跡地）等の早期植生回復 
○荒れた渓流等における対策工（治山工事）の実施 
○できるだけ皆伐を避け、水土保全機能を維持 
○広葉樹林の保全整備、また植栽にあたっての広葉樹優先

水源かん養保
安林やダム上
流域、簡易水
道等の取水地
上流域の森林 

豊かな水

を育む森

づくり 

 

 

 土砂流出防備
保安林や山地
災害危険地区
等 

土砂災害

に強い森

づくり 

 

集落周辺や市
街地周辺の公
有林など 

地域住民
に親しま
れる森づ
くり

○人工林、天然林、適正管理地、管理不十分地など多様
な林相を持ち、林内歩道、広場、トイレなどの便益施
設を整えた森づくり 

集落周辺の里
山林 

景観を楽

しむ森づ

くり

 

 
野外活動施設
周辺の公有林
や府民参加の
森など 

森林教育

の森づ く

り

 

 

□ 里山林

に対する

ワーク化

□「健康と

推進し、

○

先行的
健康づくりの場としての里山林等の利用 
の元気回復等

関心の高まり

 

癒しの森」に

快適な森林空
里山林の元気回復
府民の安全・安心を確保する森づくり
により人の入り込み

を踏まえた「健康

おいては、重点的

間を形成 
○雑木林の除伐、選択的下草刈り、伐採更新や人工林の
間伐、竹林の整理・拡大防止など適度な人的関与を行
い、四季を感じさせる里山景観を再生・維持する森づ
くり（例：ツツジ、ヤマザクラの開花誘導） 

○野生動植物の良好な生育・生息環境を形成する森づく
り。 

渓 体 な 自 美を 成す 森づ

○快適な生活環境を提供し、地域住民が気軽に訪れ、森
の恵みを享受できる森づくり。 

○優れた歴史的風致･風土を郷土樹種により保全・形成
する森づくり。 
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に適した環境を備えた森を対象に、

と癒しの森」の設定、自然歩道等でネ

に人工林の除間伐の実施、広葉樹の育

健康と癒し

の森のネッ

トワーク 

健康

ット

成を

取組み
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間伐木（小径木） 

 
□ おおさか河内材の家への利用 
・ 「この家に住むことがステータス」
となるようなグレードの高いデザイ
ンの導入。 
・ 良材を使用した高品質化、葉枯ら
し乾燥の普及など、シックハウス対策
に配慮。 

□ 柱材等の構造材、床・壁等の内装材 

□ 円柱利用（ログハウス、外構材） 

 
□ 抗菌剤（表皮）、竹炭 
□ 竹合板、建材 
・ 竹フローリング、建築部材、家具などの
素材 
・ 合板、パーティクルボードなどの原料 

□ 衣服への繊維混入、ガラス繊維代用繊維 
・ 竹材を解繊加工したレーヨン（バンブーレ
ーヨン）を使用した衣服 

・ 解繊材をガラス繊維代替品、水質浄化用

フィルター、法面土木用資材などに利用 

 

□ チップ・ペレット原料 

  風倒木や病虫害などの
被害木をチップなどに有
効利用 

  

□  チップ・ペレット原料 

森林開発に伴う伐採材な
どをペレット原料等として
活用、今後ともその有効利用
を推進 

 

□ 広葉樹 

 ・しいたけ栽培用原木と
しての利用（クヌギ・コ
ナラ等） 

 ・炭の原料としての利用
（クヌギ・コナラ・ウバ
メガシ等） 

 ・チップ・ペレット原料、
薪材などの利用 

 ・家具クラフト用材 

廃棄物系 被害木・林地残材 

竹 主伐材（大・中径木） 

その他 

□ 公共工事における利用 
・ 道路用遮音壁、校舎等施
設の内装材  

・ 木構造施設や木橋の部材
・ チップ化し、法面、植樹
帯などのマルチング材 

・ チップ舗装材 
・ 人工漁礁 

□ ペレット原料 

□ 治山工事における現地発生
材・加工材等の利用 
・ 土留工、丸太柵工 
・ 谷止工、床固工、流路工、
木工沈床工 
・ コンクリート型枠として利
用し、型枠を残存。（残置型枠） 

□ カスケード利用（精油、木粉） 
・ 木粉を重油に混入して石油
助燃材として利用 
・ 精油抽出残渣を木粉原材料
として利用 

建築発生木材には化学物質が含
まれており、その処理に一定の設
備やノウハウを必要とするため、
当面当行動計画では対象外 

 



  

□ 森林組合による（仮称）間伐材買取基金
創設の促進 

   ⇒ 木質ペレット事業の収益を還元 
     広く企業、団体への募金働きかけ

□ エコマネーの導入も踏まえて、ボランテ
ィアによる搬出活動を促進 
⇒ 安全の確保、参加者のインセンティ
ブ等が課題 

□ 低規格な路網の整備、大阪の地形・自然
的条件に即した低コストな搬出方法の導
入 

（例）パイプシュラ集材 

 
□ 樹種、伐期
に関わらず市
場価格は搬出
コストを下回
る。 
□ ヒノキの
市場価格はス
ギの１.６ 
□ 小規模分
散的で林業機
械の導入が進
まない。 

 
【治山事業】 
  一定の集積が
可能であるが、
保安林等その他
制約がある。 

【造林補助事業等】
  搬出経費は一
定考慮される
が、なお森林所
有者の負担が大
きい。 

 

支援策の現状コスト等の現状 

バイオマス資源の搬出促進 

【方向】 
大阪は元来木材の

一大集散地であった
ため木材関連企業も
多く、それら企業等
と連携し、現在まで
蓄積してきたコンテ
ンツの活用を図るな
ど IT・情報化を推進

【現状】 
□木材情報や木材
市場機能をネット
上に実現している
企業等は増加 
□バイオマスの需
給 動 向 に 係 る
IT・情報化機器・
技術の活用は低調 

 ＩＴ・情報戦略の推進 
 
【地域材利用のコーディネーター 

（木のソムリエ）の育成・構築】 
□ シックハウス症候群が大きな社会問題
となるなど、年々新たな技術的等の課題
が発生 

□ 森林バイオマスである地域材の適切か
つ高度な利用を図るためには、最新の専
門技術に習熟したコーディネーター（木
のソムリエ）が必要なため、電子版も含
めその育成・構築を推進 

人材育成 

注）本試算にはバイオマス搬出・輸送やペレット等の製造加工過程で発生するＣＯ２排出量は含んでいない。

健

づ

木

利

森

ス

庁

用

 

CO２固定量 

２５，２０８ CO２－ｔ

CO２吸収量 

１，８６８ CO２－ｔ １，８６８ CO２－ｔ 

「ＣＯ２排出抑制量」

は、自動車約 1 万３千

合 

計 

CO２排出抑制量 

１２，９４１ CO２－ｔ
取組み名 
誘発する森林バ

イオマス利用量 
区分 

量 

（CO2－t）

木材  27,000ｍ３ ＣＯ２固定量 ２４，８４０康木の家

くり推進 間伐     23ha ＣＯ２吸収量 １０６

間伐    250ha ＣＯ２吸収量 １，１５０質ペレット

用推進 石油代替 630KL ＣＯ２排出抑制量 １，４８１

間伐    110ha ＣＯ２吸収量 ５０６林資源カ

ケード利用 石油抑制 4877KL ＣＯ２排出抑制量 １１，４６１

木材    400ｍ３ ＣＯ２固定量 ３６８内木材利

推進 ２
間伐     23ha ＣＯ 吸収量 １０６
台が年間に使用するＣ

Ｏ２排出量に匹敵 
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その他国の施策 

□ 新ビジネスの展開につ

いては、経済産業省所管

の中小・ベンチャー企業

の支援施策の導入検討 

□ NEDO による地域地球

温暖化防止支援事業等の

導入について検討 

□ CDM 事業への展開を図

るため、（財）地球環境セ

ンターが推進する「CDM

調査」への提案募集の取

組みを促進 

□ 伐採搬出（特に竹）に

ついては、緊急地域雇用

特別交付金の活用を推進

府の関連施策 

□ 中小・ベンチャー企業の

創業支援に係る諸事業、

制度の活用を促進 

□ 「NPO からの提案公募事

業」など NPO の活動支援に

係る諸事業、制度の活用を

促進 

林野庁関係施策 

□ 林業・木材産業構造改革

事業ほか森林バイオマス

関連事業を導入の検討 

□ 森づくりの取組みは、治

山事業、森林整備事業の活

用、重点的実施 

□ NPO 団体による森林整

備については、造林補助

事業等の導入が可能とな

るよう条件整備を推進 

□ 間伐材、竹の伐採・搬出支援

や、ボランティアの取組みへに

支援、新商品・新技術の開発等

の支援、税制改善等の諸対策の

拡充について、国等に提案 

府
民 

□ 森林バイオマスの利用が、地球温暖化防止の役割を果たすとともに、間伐の促進などを通じ、地

域の森林の保全や森林の有する公益的機能の維持向上につながることを十分理解 

□ 暮らしの中で環境にやさしい木材や木製品、バイオマス利用製品を少しでも多く利用 

□ 森林バイオマス利用や森づくりボランティア活動などを通じ、森林の適正な保全・活用に積極的、

かつ主体的に関与

民
間
団
体 

□ 新素材や新商品の開発や普及に関し、生産者、流通

業者、加工業者、建築業者さらには消費者をマネージ

メント、コーディネートする役割を発揮 

□ グリーン商品の普及を図るための行政、

企業、団体等へ積極的に働きかけ 

□ バイオマス関連の地域振興について、市

町村とも連携しながら、各主体間の調整

役、中核的な主体となって取組む 

生
産
団
体 

□ 葉枯らし乾燥の実施、路網の整備など、総意・工

夫による効果的、かつ主体的な取組みを実践 

□ 近畿、四国、九州など広範な産地との連

携を強化し、消費者のニーズに対応できる

住宅部材や木製品等の供給体制を構築 

□ 森林の役割について、広く府民に理解を

求めるとともに、森や木に包まれた新たなラ

イフスタイルを提案し、府民に発信

試
験
研
究
機
関
・
大
学

□ 新素材や、新たな利用方法の開発、高付

加価値化等を課題とした試験研究の推進

を図るための、異分野の試験研究部門との

連携の強化 

□ 研究成果を早期に実用的なものとする

ため、産業界、行政機関とのネットワーク

化など効果的・効率的な体制の構築 

販
売
・
流
通
業
者

□ 森林バイオマス利用に向け、事業者間の

連携を図り、業界のコーディネートを主体

的に行うことができる組織を構築 

□ 広域的な流通圏域を見据え、府県を超えた協力関係

を構築 

□ 消費ニーズや欲求を的確に把握、生産の場に反映 

□ 環境への負荷の少ない資材や商品の普及
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製
造
・
加
工
業
者 

□ ＪＡＳ規格に則し、例えばシックハウス問

題に対応した安全・安心な木材製品を供給

□ 生産者と連携し,地域材による内装材等の

木製品の開発普及を推進 

□ 流通分野、住宅メーカー等との連携を一層推進し,

消費者に信頼される商品、製品を安定的に供給 

□ グリーン購入法に即して、間伐材・竹利用製品など

のグリーン購入を率先実行 

□ 公共工事において、間伐材等地域材を率先して利用

□ 

行
政 行動計画に即した取組み、活動等に対して指導・助

言・助成等必要な支援を行うとともに、支援体制・組

織を拡充 



  

【参  考】 

バイオマスの里づくり対象地（例） 

区   分 地  域 名  称  等 主なバイオマス資源 

高槻市 たかつき森のプラットフォーム 間伐材、（チップ、ペレット） 
モデル（例示） 

和泉市 いずみ父鬼・森の駅 間伐材、（椎茸、農産物） 

能勢町 地黄住民参加の森づくり協議会 間伐材、雑木、マツ（マツタケ） 

島本町 島本森づくり委員会 間伐材、竹、（椎茸、薪、炭） 

河南町 弘川（里山倶楽部） 間伐材、竹、（竹炭） 

河内長野市 石見川地区ミニ森づくり委員会 間伐材、 

バイオマスの里

としての展開が

期待される地域

（例示） 
岸和田市 神於山保全活用協議会 竹、雑木、（竹炭） 

 

都市の健康を育む森づくり対象地（例） 

森づくりの展開が期待される地域 

区   分 対   象 具体的な対象地（例示） 
備  考 

土砂災害に強

い森づくり 

保安林、 

山地災害危険地区 
市街地周辺、集落後背森林

生駒山系グリーンベルト事業との

連携した「協働の森づくり」の展

開 等 

豊かな水を育

む森 

保安林 

水源地域 

滝畑ダムや一庫ダムなどの

ダム上流、簡易水道の取水

地、重要河川の上流など 

「水源の森づくり」や「漁民（魚庭）

の森づくり」など 

柏原市高尾山創造の森 柏原市教育の森づくり委員会 

熊取町営キャンプ場 教育の森の整備 
森林教育の森

づくり 

府民参加の森 

野外活動C周辺森林
府民の森  

集落周辺のアカマツ、落葉

広葉樹林、竹林等 

「いずみの森」や「上之郷ヤマザ

クラの森」「北摂の雑木林」など 
景観を楽しむ

森づくり 
集落周辺林 

府民の森  

能勢町地黄・歌垣地区 地黄住民参加の森づくり協議会 

池田市・箕面市山麓 
外院の森、池田グリーンエコー等

による森林保全活動地 

茨木市竜王山地区 車づくりの森活動地ほか 

枚方市津田  

岸和田市神於山 神於山保全活用協議会 

地域住民に親

しまれる森づく

り 

公有林 

社寺林   等 

府民の森  

健康と癒しの

森ネットワーク 

里山林の元気回復

等により人の入り込

みに適した環境を備

わった森林を活用 

上記の森づくり対象地のほ

か、「府民の森」や「岩湧の

森」などの森林利用施設の

周辺 
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